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図-1 エネルギースペクトル測定結果 

表-1  BG 比較実験結果 
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高線量地域に対応した新型表面透過型RI密度水分計の開発 

池永太一 ソイルアンドロックエンジニアリング㈱ 
後藤政昭 井上惠介 塩見篤志 齋藤恵美 同  上

１．はじめに 

東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故により，周辺地域にガンマ線を放出するセシウムなどの放射性

物質が拡散した．この高線量地域にて通常の盛土品質管理試験に用いられる表面透過型RI 密度水分計（以下，RI
計器）を適用する際は，事前に測定エリア内の自然放射線（以下，BG）の大きさやばらつきを把握し適用の可否を

判定する必要があることは前回報告した 1）．高線量地域ではBG の影響を受けない砂置換法が多く採用されている

が，測定に労力と時間がかかるため，迅速な測定が可能なRI 計器にかかる期待は大きい．本稿では，高線量地域で

も通常の地域と同一の使用手順で運用できる新型RI 計器について報告する． 

２．新型RIの概要 

図-1 に通常地域でのBG，高線量地域でのBG，高線量地域で計測した

RI 線源（コバルト 60，カリホルニウム 252）のガンマ線エネルギースペク

トルを示す．セシウム由来のガンマ線のエネルギーピーク帯は約 500～
800keV であり，RI 密度計測に使用するコバルト 60 線源のエネルギーピー

クは 1173keV，1332keV である．両者のエネルギー帯が違うことからエネ

ルギースペクトルを分別することでセシウム由来のガンマ線の影響を大半

除去することが可能である（厳密にはセシウム由来のサムピークが存在す

るが，影響は小さい）．従来型R I 計器はGM 計数管を採用しておりエネル

ギースペクトルの取得ができないため，新型RI 計器には，エネルギースペ

クトルが取得できるシンチレータを採用し，任意のエネルギー範囲を計算

処理から除去する機能を追加した．図-1 より，セシウム由来のガンマ線の

影響を排除し，できるだけ多くのガンマ線計数率を得るには 900keV が適

切と判断した．新型RI 計器と従来型RI 計器を用いて，BG 比較実験を行

った結果を表-1 に示す．RI 計器を固定し，セシウム 137 線源の距離を変え

ることで高線量条件を再現した．離間距離の減少に対して，従来型RI 計器

のBG は増加傾向を示しているが，新型RI 計器は途中までほぼ一定のBG
を示し，セシウム 137 由来のガンマ線の影響を大幅に除去することができ

ている．セシウム 137 線源が 7.5cm 以内の距離に近づくと，わずかに計数

率が大きくなる傾向がみられる．これは，セシウム 137 のエネルギースペ

クトルの広がりが 900keV を超えることが原因であり，しきい値を 900keV
よりも大きくすることで影響を減らすことが可能だが，RI 密度計測の検出効率が悪

くなるため所定の測定精度を満たすことが困難となる．得られたBG から放射性物

質濃度を推定した結果 2）3），およそ 25,000Bq/kg 程度までセシウム由来のガンマ線影

響を除去できることが予想される．万一，除染済の現場で放射性物質濃度 8,000Bq/kg
を超えるような特異点（ホットスポット）があった場合においても，セシウム由来

のガンマ線影響を最小限にすることが可能と考えられる．  

３．まとめ 

ガンマ線のエネルギースペクトル分析により，セシウム由来のガンマ線の影響を

除去することで，高線量地域でも通常地域と同一の使用手順で密度，水分の測定が

可能となる新型RI 計器を開発した（製品名ANDES-SP，図-2 参照）．震災復興関連

工事における大幅な省労力化につながることが期待される．  
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